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各国の社会基盤整備の現状

・フランス

・ドバイ

・韓国

・米国
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Millau（ミヨー）高架橋

フランス中央山岳地帯
のMillau市の西10kmの
地点に、2004年12月に
建設された。

Tarn渓谷を跨ぐ高架橋。
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Millau高架橋の建設地点と構造の特徴

高速道路A75にある最大
の構造物。

北側のRouge台地(手前)と
南側のLarzac台地間の
Tarn渓谷を結ぶ。

8径間連続鋼斜張橋、橋長
は2460m。

7基の橋脚にはPCが導入
され、うち最も高い P2橋脚
は主塔も含めて343m。
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東側丘陵地帯からのミヨー高架橋の眺め
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ミヨー市内からの高架橋の眺め
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建設状況の全景 (2004年2月時点)

建設は コンセッション会社 エファージュ社
（Compagnie Eiffage du Viaduc de Millau）が担当。
料金収入は 75年間、コンセッション会社へ。
事業費は 3億9400万ユーロ（約550億円）。
着工は2001年10月、開通は2004年12月。
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建設の状況 (2004年6月)

主桁の押出し架設が完了。主桁が完全に閉合。
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Millau高架橋・主桁断面構成

主桁端部：重車両用防護柵、運転者用の横風

防御スクリーンを設置 全幅は32.05m
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横風用防御スクリーン
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７基の橋脚

左側(北)から P1・・・P7

主桁の縦断勾配： 3.025%

Tarn渓谷



11

Millau高架橋・ P2 橋脚

高さ245mで世界一。

橋脚天端から90mの
区間は橋脚を2枚に
分割した構造。

2本橋脚部

分割された橋脚上に4
基の球形支承を設置し
主桁を効果的に支持。
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Millau高架橋・主桁押出し架設時の仮支柱

計7基の仮支柱を設置。

仮支柱は、直径約１mの鋼管製のフレーム構造。

P1橋脚と
仮支柱
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押出し架設時の主桁先端と仮支柱
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押出し架設時の高橋脚と仮支柱

周囲の雲との関係から、高所作業が実感できる。
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MillauMillau高架橋・主桁の押出し架設高架橋・主桁の押出し架設
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車中より見るMillau高架橋の主塔群
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Millau高架橋の

橋脚
主桁
主塔
斜材

すっきりとした構造美
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サービスエリア
から北側を見る

P2, P1 橋脚
主桁
主塔
斜材

圧倒的な大きさの構造美
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サービスエリアから南側のLarzac台地
方向を見る

左隅に横風

防御スクリーン
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ミヨー高架橋から感じられること

○南北幹線の高速道路のように、本当に必要な

インフラは、民間の力を借りても作ってしまおう。

○たとえ、高さが245mの橋脚であっても、持前

の技術力を発揮して、完成させてしまおう。

○インフラ整備に対する強い意志が感じられる。
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ドバイのインフラプロジェクト
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パーム・ジュメイラ プロジェクト
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ドバイタワー（バージュ・ドバイ）
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高層ビルの建設ラッシュ
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パーム・ジュメイラ モノレールプロジェクト
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ドバイモノレールのプレキャストPC桁
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プレキャスト桁用型枠の製作
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海上でのモノレールPC桁の架設
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駅部に架設されたモノレールPC桁
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場所打ちのモノレール橋脚



31

ドバイのインフラプロジェクト
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高架鉄道（ドバイ・メトロ）の車両基地
工事（東端）
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車両基地の鉄筋工
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ドバイ・メトロの橋脚（市内）



35

主桁の架設（桁は全てセグメント）
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ドバイ・メトロの桁上（桁は全てセグメント）
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市内西部の低い橋脚（横梁もプレキャスト）
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プレキャスト・セグメントヤード（主桁）
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交差点部用の箱桁付きセグメント
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横梁用の型枠と配置された鉄筋
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余談：ラマダン中のため一見営業して
いないようなホテルのレストラン
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囲いの中では普通に営業中
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ドバイのプロジェクトから感じられること

○基盤となるインフラを短期間に完成させたい。

○インフラの発注者はドバイの王族関連企業。

○人工島、世界でもっとも高いビル、高架鉄道、

モノレール、多数の高級リゾートホテル、マン

ション等の建設ラッシュが続いている。

○沸騰する繁栄をどこまで持続できるかが問題。
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韓国・仁川大橋プロジェクト

○仁川空港のある永宋島（ﾖﾝｼﾞｮﾝﾄﾞ）と対岸の松島

（ｿﾝﾄﾞ）国際都市を結ぶ海上12.3kmのプロジェクト。
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仁川大橋
○橋長1480m、中央支間800mの斜張橋。東西のアプローチ部は

各889m、高架橋部は西に5950m、東に2450m。

○BOT方式（英国のファンドAMEC 51%、仁川市49%）。事業会社

が30年間運営し、その後、韓国政府に移管。

○2009年10月に完成予定。
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東西の高架橋部：長さ50mの箱桁の架設

長さ50mのPC箱桁を工場で製作し、一括架設する。
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アプローチ部の架設（プレキャストセグメント）
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アプローチ部の張出し架設
（プレキャストセグメント）
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アプローチ部の張出し架設
（プレキャストセグメント）
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コンクリート製の主塔
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コンクリート製の主塔（海面から238m）



52

フローティングクレーンによるセグメントの積出し
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アプローチ部セグメントのストックヤード
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工場における長さ50mのPC箱桁製作状況
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長さ50mのPC箱桁端部
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PC箱桁上床版の横締めの様子
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仁川大橋プロジェクト
○外国のファンドと手を組んでも、競争力のある

インフラを完成させたい。

○アジアのハブ空港と直結した国際都市の開発

を目指したい。

○欧米を対象とした、国際的競争力のアップが

最大の目的。
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コロラドリバー橋プロジェクト
完成予想図

フーバーダム直下の、アーチ支間323mの鋼コンクリート複合
アーチ橋。大林組とピーエス三菱（米国）のJV。現在、フーバーダ
ムのクレストラインがUS93号線（高速道路）となって、ネバダ州と

アリゾナ州を結んでいる。このため、渋滞の緩和と大型車の通行
のため、本橋を建設することとなった。
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ネバダ州側
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2008年11月の状況
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ネバダ州側（西側）のアーチリブ張出し
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フーバーダムの全景
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ネバダ州側パイロンからアーチリブを
見る（下はコロラド川）
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ネバダ州側パイロンからアリゾナ州側
のアーチリブを見る
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フーバーダムとミード湖（クレストライン
は片側１車線、駐車・乗降禁止）
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ネバダ州側のアーチリブ基部
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アーチリブは2本並列で数箇所を鋼製

トラスで連結
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2009年3月の状況

2009年9月に閉合の予定
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2009年3月の状況
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コロラドリバー橋プロジェクト

○フーバーダムの環境保護、交通容量の拡大

（上下4車線）、大型車通行を可能とするなどの

明確な目的がある。

○過酷な自然環境の中での工事。

○必要なインフラは整備しておきたいという意思

が感じられる。
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おわりに

1. これからのインフラ整備に当たっては、適

正な規模に見合った整備を進めていくこと
になる。

2. とは言え、諸外国の例を見るまでもなく、

真に必要なインフラは断固として整備して
いくべきであり、その際には外国を含め、
民間活力の利用を考慮すべきである。


